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わ
が
国
の
近
代
化
百
年
の
歴

史
は
第
二
次
大
戦
と
い
う
間
違

い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

除
け
ば
史
上
か
つ
て
な
い
繁
栄

へ
の
道
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
明
の
表
面

の
裏
側
に
は
数
々
の
矛
盾
が
隠

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
―
つ
が
ハ
ン
セ
ン
病
の

歴
史
で
あ
り
ま
す
。

私
は
「
高
松
宮
記
念
ハ
ン
セ

ン
病
資
料
館
」
が
葬
り
去
ら
れ

て
き
た
ハ
ン
セ
ン
病
の
黒
い
歴

史
を
過
去
の
暗
闇
か
ら
掘
り
起

こ
し
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
良
心

を
示
す
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
資
料
館
が
私
た
ち
関
係
者
だ

け
の
専
有
物
と
し
て
私
物
化
さ

騒 マ"
脳「

4

し

9-f'

5
L'9. 

れ
て
は
な
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な

立
場
の
人
で
あ
れ
、
自
由
に
公

開
さ
れ
、
自
由
に
発
言
で
き
、

自
由
に
批
判
し
得
る
場
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す。
こ
の

r
資
料
館
便
り
』
が
そ

の
よ
う
な
交
流
の
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
育
っ
て
ほ
し
い
、
誰
か
ら

高
松
宮
記
念
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
長
大
谷
藤
郎

も
発
言
自
由
で
あ
っ
て

ほ
し
い
、
そ
し
て
資
料

館
を
二
十
一
世
紀
の

「障
害
者
も
健
常
者
も

共
に
生
き
る
社
会
」
に

向
け
て
の
拠
点
と
し
て

育
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
な
が
ら
ハ
ン

セ
ン
病
の
歴
史
と
資
料

館
に
つ
い
て
発
表
と
交

流
の
自
由
な
メ
デ
ィ
ア
、

「
す
べ
て
の
人
間
の
尊

厳
」
以
外
の
何
者
を
も

恐
れ
な
い
で
モ
ノ
申
せ

る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る

こ
と
が
こ
の

r
資
料

館
便
り
』
の
抱
負
で

す。
ど
う
か
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
々
で
お

育
て
く
だ
さ
い
。

麟

◇
◇
◇
c
◇
◇
◇
◇
◎
c
c
◎
c
念
◎
◎

ダ
l
-
l

ア
ン
像
の
像
」
（
舟
越
保
武
作
）
を
借
用
し

展
示
予
定
て
十
一
月
、
十
二
月
の
ニ
ヵ
月

資
料
館
で
は
埼
玉
県
立
近
間
、
館
内
で
展
示
す
る
予
定
で

代
美
術
館
よ
り
「
ダ
ミ
ア
ン
す
。

◎
 

イ
ギ
リ
ス
大
使
館
—
ー
ー
~

ー

ボ

イ

ド

夫

人

来

訪

九
月
十
六
日
、
英
大
使
夫
人
レ
デ
ィ

ー
・
ボ
イ
ド
さ
ん
他
二
名
が
来
館
、
村

上
菌
長
よ
り
ハ
ン
セ
ン
病
の
医
学
的
な

説
明
を
聞
か
れ
る
と
と
も
に
、

三
時
間

に
わ
た
っ
て
リ
デ
ル
と
ラ
イ
ト
の
伝
記

を
書
く
た
め
の
資
料
調
べ
と
展
ホ
品
を

観
覧
さ
れ
ま
し
た
。
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六
月
二
十
五
日
に
資
料
館
が

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
早
や
ニ
ヵ

月
余
り
が
経
ち
ま
し
た
。
八
月

末
日
ま
で
の
来
館
状
況
は
次
の

通
り
で
す
。

開
館
日
数
五

0
日

入
館
者
数
二
六
七
九
人

一
日
平
均
入
館
者
数
五
三
人

団
体
来
館
数
二
六
団
体

来
館
者
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿

児
島
、
沖
縄
ま
で
全
国
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
の
一
ヵ
月
は
一
日
の

平
均
入
館
者
数
は
七

0
人
で
し

た
が
、
後
半
は
三
八
•
五
人
と

減
少
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

夏
休
み
に
は
い
っ
た
こ
と
と
、

台
風
に
よ
る
天
候
不
順
の
影
響

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

九
月
八
日
ま
で
に
発
生
し
た
台

風
一
四
の
う
ち
、
七
つ
ま
で
が

本
土
に
上
陸
し
た
た
め
、
毎
日

の
よ
う
に
雨
が
降
り
、
資
料
館

も
開
店
休
業
の
よ
う
な
日
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
天
候

も
回
復
し
、
団
体
な
ど
来
館
者

も
ふ
え
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

今
ま
で
来
館
さ
れ
た
団
体
は

全
国
友
菌
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
参

加
者
一
同
、
東
村
山
社
会
福
祉

協
議
会
、
清
瀬
市
第
三
小
学
校

四
、
五
年
生
（
七
四
人
）
、
横
浜

共
立
学
園
（
六

0
人
）
、
韓
国
救

ら
い
協
会
（
二
五
人
）
、
茨
城
大

二
ヵ
月
で
二
千
六
百
人

多
彩
な
来
館
者

志
野
病
院
看
護
学
校
、
米
子
病

院
附
属
看
護
学
校
、
杏
林
大
学

附
属
看
護
専
門
学
校
（
二
回
・

―
―
八
人
）
、
甲
府
市
花
み
ず
き

の
会
、
船
橋
看
護
専
門
学
校
な

ど
で
す
。

療
養
所
関
係
で
は
栗
生
楽
泉

園
自
治
会
が
七
月
（
二
八
人
）
、

九
月
（
二
ニ
人
）
と
二
回
、
駿

河
療
養
所
自
治
会
が
九
月
（
一

六
人
）
、
神
山
復
生
病
院

(
1
0

人
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ス
で
観

覧
に
訪
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

は
松
丘
保
養
薗
、
菊
池
恵
楓
園

と
の
親
善
交
流
も
あ
り
、
個
人

の
来
館
者
も
ふ
え
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

0
0
t
t
0
0
0
0
0
0
0
0
0
t
0
0
0
0
0
0
0
0
t
0
0
0
t
0
 

一
階
の
（
全
国
ハ
ン
セ
ン
病
達
に
大
変
好
評
で
、
す
で
に
二

療
養
所
案
内
）
の
電
光
盤
で
説
二
四
組
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

明
す
る
「
各
園
の
沿
革
」
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
知
り

ニ

層

示

コ

ー

ナ

好

評

た

い

方

、

現

在

のハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
を
知
り
た
い
方

ー
の
説
明
「
告
駆

II

資
料
セ
ッ
ト
“

者
た
ち
、
事
件
と

人
物
、
文
学
に
生
き
る
」
と
「
年
に
は
“
必
見
II

の
書
と
い
え
ま

表
」
の
三
点
セ
ッ
ト
（
八

00
す。

円
）
を
受
付
で
販
売
し
て
お
り
な
お
、
各
園
よ
り
委
託
さ
れ

ま
す
が
、
時
間
的
に
余
裕
が
な
た
出
版
物
も
、
九
二
冊
が
販
売

く
、
ゆ
っ
く
り
見
ら
れ
な
い
人
さ
れ
ま
し
た
。

0
0
0
0
0
0
t
0
0
0
0
0
0
t
t
0
0
0
0
0
0
0
0
0
t
t
0
0
 

胡
婦
人
会
（
四

0
人
）
、
全
生
園
加
者
一
同
、
夏
季
大
学
医
学
講

看
護
学
校
、
愛
知
県
議
会
議
員
、
座
参
加
者
一
同
、
清
瀬
竹
丘
学

大
正
大
学
、
長
野
県
童
ク
ラ
プ
（
四
六
人
）
、
立
教
大

議
会
社
会
衛
生
委
員
学
山
田
ゼ
ミ
（
三
五
人
）
、
入
間

会
、
淑
徳
短
期
大
学
看
護
専
門
学
校
（
四
八
人
）
、
習

社
含
榊
羅
科
日
涙
盆
・
嗽
来
来
嗽
喰
嗽
嗽
嗽
喰
魯
嗽
嗽
嗽
喉
嗽
嗽
嗽
嗽
嗽
嗽
嗽
嗽
嗽
嗽
喰
嗽
海

立
c

条

畑
本
弁
護
士
連
合
会
、
資
料
館
一
階
の
ロ
ビ
ー
に
多
く
、
時
に
は
質
問
も
あ
り
条条

念G

スモ
天
理
大
学
成
人
会
、
立
c

「
ハ
ン
セ
ン
病
」
と
「
世
界
ま
す
。
そ
こ
で
資
料
館
で
は
条条・

立
G

条

ス
横
医
悔
祉
専
門
学
校
、
立
c

の
ハ
ン
セ
ン
病
の
分
布
状
況
」
「
ハ
ン
セ
ン
病
（
ら
い
）
の

コ

必

c

条

の

田

菌

調

布

雙

葉

高

校

、

音

の

説

明

と

表

知

識

に

つ

い

条

て
」
の
わ
か
条

ハ
ン
セ
ン
病
の
知
識

奥

和

市

翡

畠

”

が

あ

り

、

ニ

側

条

西館
所
み
ん
な
の
家
、
東

1
Q
階
の
展
示
場
に
は
「
ハ
ン
セ
り
や
す
い
医
学
的
な
小
冊
子
条

珀
村
山
・
継
芋
女
圭
尚
帝
ン
病
の
医
学
的
な
解
説
」
と
を
つ
く
り
、
一
部
百
円
で
販
＂
条

凄C

条

校
、
市
内
秋
津
町
福
必
G

治
療
薬
、
ア
ル
マ
ジ
ェ
ロ
な
売
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

条

帝

祉
協
力
会
、
日
本
ら
ど
が
展
ホ
し
て
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

条

冬G

い
学
芸
、
コ
・
メ
デ
立
G

こ

れ

ら

を

熱

心

に

見

る

人

も

条

立
G

イ
カ
ル
学
術
集
会
参
裸
iG祢
赤
赤
祢
祢
祢
赤
祢
赤
祢
祢
祢
祢
祢
祢
祢
祢
祢
祢
永
祢
赤
赤
祢
森
ふ
窯
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差別は無知から

ロ住民への理；：
学
生

20歳
（
女
）

卒
論
で
ハ
ン
セ
ン
病
を
と
り

あ
げ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ち

よ
く
ち
ょ
く
来
る
と
思
い
ま
す
。

事
前
に
文
献
を
い
く
つ
か
読
ん

で
い
る
の
で
、
こ
の
病
気
の
悲

惨
な
歴
史
は
あ
る
程
度
知
っ
て

い
る
つ
も
り
で
す
が
、
こ
の
資

料
館
を
訪
れ
て
初
め
て
ハ
ン
セ

ン
病
の
こ
と
を
知
っ
た
人
は
、

そ
の
歴
史
の
重
さ
を
ど
う
受
け

と
め
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
い

ま
し
た
。II

雑
居
部
屋
“

え
て
泊
ま
り
に
行
く
”
通
い
婚
“

の
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
雑
居
部
屋
に
は
、
当
時

支
給
さ
れ
た
着
物
を
着
た
マ
ネ

と
の
II
貧
し
さ
“
と
は
何
と
い

窒
息
し
そ
う
な
気
が
し
ま
し
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
言
葉
で
言

た
。
人
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
こ
え
な
い
程
で
す
。
差
別
は
無
知

≫̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
JJ̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
J̀
d̀
¢ 

二
階
展
示
場
の
第
ニ
コ
ー
ナ
は
予
算
の
関
係
で
五
体
だ
け
が
キ
ン
が
、
火
鉢
を
囲
ん
で
三
体
、

ー
に
、
三
、
四
十
年
前
の
寮
舎
置
か
れ
て
い
ま
す
。
病
棟
や
不
机
に
向
か
っ
て
一
体
セ
ッ
ト
さ

を
復
元
し
た
遥
和
居
部
屋
II

が
自
由
寮
の
付
添
看
護
に
行
く
人
、
れ
て
お
り
ま
す
が
、
展
示
棚
か

あ
り
ま
す
。
天
井
、
畳
、
押
入
夜
に
な
る
と
婦
人
寮
へ
枕
を
抱
ら
目
を
雑
居
部
屋
に
移
す
と
、

の

板

戸

、

ガ

ラ

ス

戸

な

ど

は

旧

初

め

て

の

人

は

ぎ

ょ

っ

と

す

る

山

吹

舎

か

ら

直

接

取

り

は

ず

し

よ

う

で

す

。

マ

ネ

キ

ン

は

背

が

て

復

元

し

た

も

の

で

、

昔

を

知

高

く

、

い

ず

れ

も

好

男

子

な

の

る

人

は

「

そ

っ

く

り

だ

」

と

話

で

、

顔

や

手

を

少

し

造

作

し

た

し

て

い

ま

す

。

十

二

畳

半

の

雑

と

こ

ろ

、

何

と

な

く

、

も

の

悲

居

部

屋

で

八

人

が

共

同

生

活

を

し

く

見

え

る

と

の

声

も

聞

き

ま

し

て

い

る

訳

で

す

が

、

こ

こ

で

す

。

学
生

21歳
（
女
）

会
社
員

長
い
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
芸
術
面
な
ど
で
い

25歳
（
女
）

こ
ち
ら
に
住
ん
で

15年
、
感
染
し
な
い

と
確
信
す
る
ま
で
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
今
こ
う

し
て
救
ラ
イ
の
た
め
に
活
躍
さ

れ
た
方
々
の
足
跡
を
見
て
、
今

以
上
に
周
囲
の
住
民
へ
の
理
解

を
私
も
働
き
か
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
近
く
の
小
中
学
生
、
高

校
生
に
も
見
学
さ
せ
充
分
説
明

し
て
や
れ
ば
、
福
祉
的
な
意
識

も
目
覚
め
、
豊
か
な
心
も
育
つ

の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
し

こ。t
 

44歳
（
男
）

一室定員8人の雑居部屋

だとだん 小せくか
つつとて昔 学ん学ら
たて思 の 四ねば゜
ともいき人 10年゜ねよ
思たまずは歳 ばく
ついしだた＾ な知
たへたらい男 りり
゜ん゜けヘジ まよ

ろ
い
ろ
な
専
門
家
が
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
一
時
間
で
は
と

て
も
見
ま
わ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

来
ま
す
。

(
4
面
へ
つ
づ
く
）

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
 

資
料
館
運
営
委
員
会

館

長

大

谷

藤

郎

喜

委

員

長

成

田

稔

暑

委

員

村

上

國

男
石
塚
邦
夫

大
和
田
喜
一

鈴

木

修

幸

山

田

義

信

平

沢

保

治

大

竹

章

山

下

道

輔

佐

川

修

「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
か
、
ゑ

は
が
き
は
な
い
の
か
」
と
の
要

望
に
応
え
て
、
資
料
館
で
は
今

ゑ
は
が
き
を
販
売
す
べ
く
準
備

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

内
容
は
資
料
館
の
正
面
玄
関

二
階
の
各
展
示
風
景
な
ど
、
ハ

ン
セ
ン
病
資
料
館
独
特
の
も
の

で
す
。
＜
わ
し
く
は
次
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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人
権
を
奪
わ
れ
苦
し
い
日
々

歴
史
を
歩
ん
で
き
た
ハ
ン
セ
ン

病
の
方
々
の
苦
し
み
を
わ
ず
か

で
は
あ
り
ま
す
が
、
か
い
ま
見

れ
た
気
が
し
ま
す
。
特
に
印
象

学
生

17
歳
（
女
）

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
長
い

苦
難
の
歴
史
を
知
り
、
い
た
た

ま
れ
な
い
思
い
が
し
た
。
展
示

を
見
る
だ
け
で
な
く
実
際
に
話

を
し
て
み
た
い
と
感
じ
た
。

学
生 、轟

18歳
（
男
）

55歳
（
女
）

わ
か
り
や
す
い
陳
列
形
式
で

す
。
あ
ら
た
め
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

苦
難
な
歴
史
を
知
り

い
た
た
ま
れ
な
い
思
い

深
か
っ
た
の
は
様
々
な
お
医
者

様
、
宗
教
家
の
方
々
の
活
動
で

す
。
彼
ら
は
人
間
が
生
き
て
い

く
上
で
何
が
必
要
か
…
…
そ
れ

が
品
《
“
で
あ
る
こ
と
を
確
信

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

学
生

資
料
の
多
さ
に
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。
も
っ
と
沢
山
の
人
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
開
館

時
間
が
も
っ
と
長
け
れ
ば
…
…

と
思
い
ま
し
た
。

20歳
（
女
）

▼
松
丘
保
養
園

銀

鱗

の

歌

滝

田

十

和

男

木

洩

れ

陽

の

森

同

木
洩
れ
陽
の
う
た
同

▼
栗
生
楽
泉
園

点

字

と

と

も

に

金

夏

日

喜

雨

句

集

白

井

春

星

子

石

と

杖

句

集

村

越

化

石

野

ざ

ら

し

沢

田

五

郎

▼
多
磨
全
生
園

全
串
笛
四
運
動
史
全
患
協

倶
会
一
処
入
薗
者
自
治
会

生
ま
れ
た
の
は
な
ん
の
た
め
に

松

木

信

國

満

静

志

芳

葉

郁

郎

前

編

同

漂
白
の
日
に

む
さ
し
の
怨
歌

花
の
軌
跡

26歳
（
女
）

ハ
ン
セ
ン
病
を
救
済
す
る
筈

の
施
設
内
で
す
ら
、
昔
は
差
別

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り

驚
い
た
。
そ
の
よ
う
な
差
別
が

現
在
で
は
エ
イ
ズ
串
英
口
に
対
し

て
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
許
し

て
は
い
け
な
い
と
強
く
思
っ
た
。

花

の

軌

跡

後

編

同

不

幸

な

楽

園

同

望

郷

句

集

小

島

宗

子

蓼

の

花

句

集

吉

田

香

春

▼
駿
河
療
養
所

い
の
ち
豊
か
に
大
日
向
繁

目
と
手
を
借
り
手
の
旅
夏
野
三
郎

▼
長
島
愛
生
園

隔
絶
の
里
程
入
園
者
自
、
会

小
川
正
子
と
愛
生
園名
和
千
嘉

死
に
ゆ
く
日
に
そ
な
え
て

森
田
竹
次

そ

の

日

甲

斐

八

郎

サ
ン
ル
ー
ム
の
風
同

依
田
照
彦
歌
集
長
島
短
歌
会

会
社
員

死

角

の

島

北

田

由

貴

子

こ

の

島

を

同

天
の
て
の
ひ
ら
太
田
正
一

石

あ

た

た

か

し

福

岡

武

一
病
息
災
田
井
吟
二
桜

国
籍
は
天
に
あ
り
谷
川
秋
夫

な

な

か

ま

ど

中

江

灯

子

冬

銀

河

同

風

光

る

太

田

正

一

七

草

川

柳

七

草

会

露

七

彩

青

山

蓮

月

白

い

波

紋

島

村

静

雨

小
泉
雅
二
歌
集
小
泉
雅
二

盛
岡
康
行
遺
歌
集
森
岡
康
行

海
鳴
り
句
集
辻
村
み
つ
子

砂

漠

の

星

座

詩

唐

沢

隆

花
を
活
け
る
女
小
森
義
夫

▼
邑
久
乎
韻
園
[

地
面
の
底
が
ぬ
け
た
ん
で
す

藤
木
と
し

▼
大
島
青
松
園

日

常

詩

集

塔

和

子

花
な
り
人
も
吉
田
美
枝
子

遠
か
も
め
句
集
同

▼
菊
池
恵
楓
園

天

涯

の

座

句

集

増

牽

雄

青

天

歌

集

入

江

章

子

山

も

み

じ

山

口

秀

男

黒

き

檜

の

森

畑

野

む

め

小

岱

の

山

青

木

伸

一

”
資
料
館
だ
よ
り
“
第
二
号
は

明
年
一
月
と
な
り
ま
す
。

午
後
一
時
よ
り

四
時
ま
で

毎
週
月
・
金
曜
日

お
よ
び
祝
祭
日

・
団
体
の
場
合
は
事
前
に
ご
連

絡
下
さ
い
。

休
館
日

開
館
時
間

森
の
窓
•
四
季

▼
星
塚
敬
愛
薗

名
も
な
き
星
た
ち
よ
自
治
会

埴

輪

童

子

中

村

安

朗

ハ

レ

ル

ヤ

南

文

子

恵
に
生
か
さ
れ
て
恵
生
教
会

楡

の

し

た

道

神

山

南

星

火

山

地

帯

文

学

同

人

誌

狂
い
た
る
磁
石
盤
川
野
順

▼

羹

和

薔

光
仰
ぐ
日
あ
る
べ
し

50
年
史

▼
沖
縄
愛
楽
園

命
ひ
た
す
ら

50
年
史

選

は

れ

た

島

青

木

恵

哉

十

五

夜

月

松

岡

和

夫

▼
そ
の
他

欝
の
ス
テ
ィ
グ
マ大
谷

来
館
ご
案
内

藤
郎

随
筆
内
海
俊
夫

ー 4一

10 




